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【趣 旨】近 年,ア ジア地域,と りわけ中国の経済発展 には 目を見 張る ものが ある。人件費が我が
国の20分の1か ら30分の1と言 われる中国はこれ まで,「世界 の工場」 としての役割 を担 って き
たが,経 済成長に伴 い今や生産機能 を超 えて 「世界 の市場」 と しての地位 を確立 しつつある。 こ
れに伴い,我 が国企業 の多 くも,対 中進出 を本格化 し,中 国現地 に適合 したマーケテ ィング活動
や現地市場のニーズを意識 した製品やサー ビスの研究 開発機能 を急速に立 ち上げている。 こうし
た企業の活動 は,将 来的に 「世界 のデフ ァク ト」 とな り得 る中国での事業展 開を起点に した,新
たな 日中 ビジネスモデル ・アジアビジネスモデルの開発が極 めて大 きなイ ンパ ク トを有 している
ことの証であ る。本セ ミナー は,こ うした 日中ビジネスの近年の変化 の様相 をこれ までの時系列






講演B「 旅行業の中国における事業展開　 JTBの現況 と課題一」☆
　五十嵐力氏(株式会社JTB中国代表取締役社長)
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講 演C「 日系企 業 の中 国進 出に おけ る法務 問題一 失 敗事 例 を中 心 に して一 」
　 萢　云涛氏(中国弁護士,亜細亜大学大学院アジァ・国際経営戦略研究科 教授)
講 演D「 中国発 環境 ビジネ ス モデル ー バイ オマ ス ビジネ スの 事業 戦 略一 」






【趣旨 】永 らく続 いた,い わゆる 「政冷経熱」 の 日中関係 は、経済 関係 におけ る熱気 にも次第 に
水 を差 し,日 中関係 は 「政冷経 冷」へ と向か うかに も思 われた。安倍 政権発足 を端緒 に した 日中
間の外交努力 は,こ う した冷え切 った関係 を一気に 「政熱経熱」へ と転ず る大 きな礎 を築いた と
も言 えよう。一方 で、WTO加 盟以降中国政府 は,経 済発展へ向けた国際 的な枠組 み との調和 を
目指 し,様 々な制度改革 を断行 している。 これ らの状況変化 は,中 国市場 を切 り拓 かん とす る企
業 にとって大 きなビジネスチ ャンス となる ものの,そ の対応 を誤れば市場 か らの退 出を余儀 な く
され るリスクを同時にはらんでい る。本 セ ミナーでは,日 中ビジネスに携 り,日 中 ビジネスの構
造 を分析 する気鋭 の方々 にお集 ま りいただ き,中 国経済 の変化,中 国税制改正 問題,と いった 日
中ビジネスを取 り巻 く環境変化 を分析願 う。 また,こ うした環境変化 を逸早 く掴み取 り,自 社 の
事業展開に有利 となる経営資源 を開発 して躍進する企業 の先端化学素材 ビジネスにおけ る戦 略に
つ いての事例研究 を報告いただ く。 日中 ビジネスを担 う人材 の育成 を 目指す,亜 細亜大学大学 院
アジア ・国際経営戦略研 究科 主催 ・財 団法人社 会経済生産性本 部共催 の本 セ ミナー を通 じ,大 き
く変貌 しようとす る 日中 ビジネスの未 来への指針 を,参 加者の皆様 との本音 の議論の中か ら探 っ
て参 る所存 です。
講演A「 中国経 済 の変化 と 日中 ビジネ ス」☆
　 西　和久氏 侮 日新聞編集委員,「エコノミスト」前編集長)
講演B「 中国税 制 のポ イ ン ト及 び改 正」
　 鄭　林根氏(亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科講師,監査法人トー マツ東京中国室,中国弁護士)
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【趣旨】動 きだ した13億人の市場 。1兆8000億ドル を超 えるGDPに成長 した中国は,世 界 の工場
か ら世界 の市場へ と大 きく変貌 した。購買力平価 で既 に 日本 を超 え世界第2位 のGDPの 中国(日
経金融新 聞,2007年1月1日,p.i)には,外 国資本の会社約25万 社,日 本企業 も約2万 社 に昇 る
企業が設立 されている とい う。中国 はグローバ ルな競 争の縮 図 とも言える。 もはや,中 国で の競
争 に生 き残 れなけれ ば,世 界で も生 き残 れないと言って も過言で はない。 しか し多 くの 日本企業
は,未 だにこの市場 を確保 してはいない。 北はロシア,西 は中央 アジアか ら中東 ・ヨー ロッパ,
南 は東南アジア ・イ ン ドへ と通ずる中国。アジア ・中国 ビジネス を戦略 的な思考で切 り拓 く人材
のネッ トワークを創 造する 「アジア ・国際経営戦略学会」が ここに誕生する。
基 調講演 「ア ジアの 胎動 と 日本 の役 割」 ☆
　 衛藤 藩吉 氏(本学会 名誉会長,元亜細亜大学 学長,東京大学名誉教授)
特 別講 演 「中国 ビジネ スの現 状 と課 題」 ☆






【趣 旨】国内景気 回復 の足取 りが重い 中,我 が国経済 を牽引する グローバ ル展 開企 業の最大の課
題は,グ ローバルに通用す るビジネス リー ダの育成 にあ ります。 とりわけ,成 長著 しい中国を始
め とす るアジア ワイ ドのフィール ドで活躍 で きるマネ ジメ ン ト人材 を確保 し,活 用 し,育 成 して
い くこ とが急務であ ります。 アジア ・国際経営戦略学会は こうした課題 に焦点 を当て 「アジア生
産性人材 開発研 究部会」 を設置 いた しました。 アジアワイ ドで活躍 される実務家 の方 々の経験的
な知見 と経営諸科学の理論が相互 に乗 り入れる場 の形成 を目指 します。ア ジアで,そ して国際 的
な場で展 開す る企業 における,現 実的 な対応 の方 向性 を見 出す こ とを目的 に今後定期 的に討論会
を行い ます。今 回の第1回 パネル討論会 では,世 界の成長セ ンターで ある中国 をクローズ ア ップ
しそ こに展開す る日系 企業での現地マ ネジメ ン ト人材 の開発 を討論 テーマ として取 り上 げます。
在中国 日系企業 におけ るマネジメ ン トの特色 と中国現地人材 の親和性 とい った視点 か ら,労 働契
約法の改正 とい った外 的な要因の変化 をも織 り込み議論を展 開 して参 ります。
パネル討論会 「ア ジア ワイ ドで活躍で きるマネジメン ト人材の登用 ・育 成 ・活用 ・処遇 】☆
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